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日
　
月
３
日
（
祝
）
午
前
７
時
～
８
時

１１

町
田
産
新
鮮
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
外

日
曜
朝
市

問
農
業
振
興
課
　
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６

 「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
」
の
指

定
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
身

体
を
守
る
た
め
に
、
２
０
０
１
年

４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
土
砂
災
害

防
止
法
」
に
基
づ
く
「
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
」
の
指
定
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
今
回
の
説
明
会
対
象
地
区
は
、

小
山
田
桜
台
、
常
盤
町
、
矢
部
町
、

根
岸
町
、
忠
生
（
二
丁
目
、
三

丁
目
）、
山
崎
町
で
す
。

日
・
場
　
月
　
日
（
火
）
町
田
リ

１１

１２

サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
、　
月
１１

　
日
（
金
）
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

１５ー
忠
生
、　
月
　
日
（
火
）
木
曽

１１

１９

山
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

　
月
　
日
（
火
）
木
曽
山
崎
コ
ミ

１１

２６

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
い
ず
れ
も

午
後
７
時
か
ら
１
時
間
程
度
（
各

日
と
も
同
一
内
容
）

※
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ

ー
以
外
の
会
場
へ
は
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

問
東
京
都
南
多
摩
東
部
建
設
事
務

所
工
事
課
辺
７
２
０
・
８
６
７

１
、（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会

立
川
事
務
所
辺
０
４
２
・
５
２
７

・
９
７
６
１
、
町
田
市
防
災
安
全

課
辺
７
２
４
・
２
１
０
７
返
０
５

０
・
３
０
８
５
・
６
５
１
９

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

住
宅
用
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
機
器
等
設
置
の
補
助

　
市
で
は
、
住
宅
用
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
機
器
等
を
設
置
し
た
方

に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

【
住
宅
の
居
住
部
分
で
使
用
す
る

機
器
を
設
置
し
た
方
】

　
今
回
、
第
３
期
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

対
市
内
の
住
宅
に
新
た
に
対
象
機

器
（
下
表
参
照
）
を
設
置
、
ま
た

は
機
器
を
設
置
し
た
住
宅
を
購
入

し
た
個
人
で
、
機
器
を
設
置
し
た

住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

申
　
月
５
日
～
　
月
　
日
に
直
接

１１

１２

１１

環
境
・
自
然
共
生
課
へ
。

※
設
置
工
事
完
了
後
に
申
請
し
て

下
さ
い
。

※
申
請
期
間
中
の
申
請
金
額
の
合

計
が
、
予
算
金
額
を
上
回
っ
た
場

合
に
は
、
抽
選
で
補
助
対
象
者
を

決
定
し
ま
す
。
抽
選
は
、　
月
　

１２

１８

日
の
予
定
で
す
。

【
共
同
住
宅
の
共
用
部
分
で
使
用

す
る
た
め
機
器
を
設
置
し
た
方
】

対
市
内
の
共
同
住
宅
の
共
用
部
分

で
使
用
す
る
た
め
、
新
た
に
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
、
機
器
を
設
置
し
た
住
宅
を
所

有
し
て
い
る
個
人
・
事
業
者
・
管

理
組
合

内
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

１
鯵
あ
た
り
２
万
５
０
０
０
円

（
上
限
　
万
円
）

１５

申
２
０
１
４
年
２
月
　
日
ま
で

２８

に
、
直
接
環
境
・
自
然
共
生
課
へ

（
先
着
順
）。

◇

※
申
請
書
と
申
請
の
手
引
き
は
、

環
境
・
自
然
共
生
課
（
市
役
所
本

庁
舎
７
階
）、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
駅
前
連
絡
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
（
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

問
環
境
・
自
然
共
生
課
辺
７
２
４

・
４
３
９
１
返
０
５
０
・
３
１
６

０
・
５
２
２
０

町
田
市
葬
祭
事
業

　
市
で
は
、
ご
不
幸
が
あ
っ
た
方

々
に
、
安
価
で
あ
っ
て
も
 厳
 か
な

お
ご
そ

お
見
送
り
が
で
き
る
よ
う
、
祭
壇

等
の
貸
し
出
し
や
葬
祭
用
品
の
販

売
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
市
が
町
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
、同
事
業
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
申
請
者
ま
た
は
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
町
田
市
民
で
、
市
内
で
葬
儀

を
営
ま
れ
る
方

【
訪
問
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
】

対
市
内
在
住
の
高
齢
ま
た
は
身
体

が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
来
所
で

き
な
い
方

問
町
田
市
葬
祭
事
業
所
（
木
曽
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）
辺
７

９
１
・
３
８
６
１
返
７
９
１
・
３

８
６
２
（
受
付
時
間
＝
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
、
年
始
３
日
間

３０を
除
く
）、
町
田
市
福
祉
総
務
課

辺
７
２
４
・
２
５
３
７
返
０
５
０

・
３
１
０
１
・
０
９
２
８

在
日
外
国
人
等
の
方
に
支
給
し
ま

す
福
祉
給
付
金

　
１
９
８
６
年
３
月
　
日
以
前
に

３１

日
本
に
移
住
し
た
在
日
外
国
人

（
特
別
永
住
者
）
等
の
方
で
、
公

的
年
金
の
受
給
要
件
を
制
度
上
満

た
す
こ
と
の
で
き
な
い
方
に
、
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
１
９
２
６
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
②
１
９
６
２
年
１
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
障
が
い
の
あ

る
方
で
、
１
９
８
２
年
１
月
１
日

以
前
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
が

い
で
あ
っ
た
③
１
９
４
７
年
１
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
障
が
い
が

あ
る
方
で
１
９
８
２
年
１
月
１
日

～
１
９
８
６
年
３
月
　
日
に
重
度

３１

も
し
く
は
中
度
の
障
が
い
に
な
っ

た※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
方
、

町
田
市
以
外
の
自
治
体
か
ら
同
様

の
趣
旨
で
支
給
さ
れ
る
手
当
等
を

受
け
て
い
る
方
、
町
田
市
に
住
民

登
録
を
し
て
１
年
を
経
過
し
て
い

な
い
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え

る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

　
月
は

１１
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　「
近
所
の
家
の
親
子
が
心
配
」、

「
様
子
が
気
に
な
る
子
ど
も
が
い

る
」
な
ど
気
付
い
た
ら
、
ご
相
談

下
さ
い
。
相
談
し
た
方
の
情
報
を

保
護
者
等
に
教
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
子
育
て

へ
の
不
安
や
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ

ス
が
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る

方
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

【
相
談
・
通
告
先
】

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
辺
７

２
４
・
４
４
１
９
、
八
王
子
児
童

相
談
所
辺
０
４
２
・
６
２
４
・
１

１
４
１

※
夜
間
・
休
日
は
児
童
相
談
セ
ン

タ
ー（
辺
　
・
５
９
３
７
・
２
３

０３

３
０
）
へ
。

離
職
し
た
方
に

家
賃
を
支
給
し
ま
す

　
次
の
方
に
家
賃
を
支
給
し
、
住

宅
と
就
労
機
会
の
確
保
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
離
職
後
２
年
以
内
で
あ
る
②
　６５

歳
未
満
で
あ
る
③
生
計
維
持
者
で

あ
る
④
常
用
就
職
の
意
欲
が
あ

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
活
動

を
行
う
、
ま
た
は
行
っ
て
い
る
⑤

住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
、
ま
た
は

喪
失
の
お
そ
れ
の
あ
る
⑥
世
帯
の

収
入
の
合
計
が
、
基
準
以
下
で
あ

る
⑦
世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
が
、

基
準
以
下
で
あ
る
⑧
類
似
す
る
公

共
の
貸
し
付
け
や
給
付
を
、
世
帯

で
受
け
て
い
な
い
⑨
世
帯
員
が
暴

力
団
で
な
い

支
給
額
家
賃
月
額
（
世
帯
の
人
数

で
、
上
限
有
り
）

支
給
期
間
原
則
３
か
月
間
（
一
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、
最
大

９
か
月
ま
で
延
長
可
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

問
生
活
援
護
課
就
労
・
住
宅
相
談

担
当
（
市
役
所
本
庁
舎
７
階
）
辺

７
２
９
・
７
６
７
０
返
７
２
９
・

７
６
７
１

年
末
保
育
の
ご
案
内

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
認
可

保
育
園
に
在
園
し
、　
月
１
日
現

１２

在
、
満
６
か
月
以
上
の
未
就
学
児

の
保
護
者
で
、
就
労
に
よ
り
保
育

が
必
要
な
方

日
　
月
　
日
（
日
）、　
日
（
月
）、

１２

２９

３０

午
前
７
時
～
午
後
７
時
の
間
で
保

護
者
の
方
の
就
労
時
間

場
大
蔵
保
育
園
、
町
田
保
育
園

定
各
園
１
日
に
　
人
（
０
歳
児
は

３０

５
人
ま
で
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、　
月
１２

９
日
午
後
１
時
か
ら
子
育
て
支
援

課
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

費
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
の

３０

間
で
４
時
間
以
内
＝
１
６
０
０

円
、
４
時
間
以
上
＝
３
２
０
０
円

※
午
前
７
時
～
８
時
　
分
、
午
後

３０

５
時
～
７
時
は
１
時
間
に
つ
き
６

０
０
円

申
申
請
書
と
年
末
勤
務
証
明
書
を

　
月
６
日
ま
で
（
必
着
）
に
、
直

１２接
ま
た
は
郵
送
で
年
末
保
育
実
施

園
（
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
）
へ
。

※
申
請
書
は
　
月
５
日
～
　
月
６

１１

１２

日
に
、
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）
で
配
布
し
ま
す

（
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

※
年
末
保
育
決
定
者
に
は
、
承
認

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
際

に
納
入
通
知
書
を
同
封
し
ま
す
の

で
、　
月
　
日
ま
で
に
費
用
を
納

１２

２０

入
し
て
下
さ
い
（
納
入
さ
れ
た
費

用
は
返
還
不
可
）。

問
子
育
て
支
援
課
７
２
４
・
２
１

３
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

４
５
９

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
　
下
表
の
日
程
で
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
現
在
申
し
込
み

中
で
、
引
き
続
き
２
０
１
４
年
度

も
入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
改
め

て
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し

込
み
の
詳
細
は
、
入
園
の
し
お
り

で
ご
確
認
下
さ
い
。

対
両
親
が
共
働
き
、
自
営
、
疾
病
、

介
（
看
）
護
等
の
た
め
、
昼
間
保

育
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭

の
乳
幼
児

※
保
護
者
の
方
の
、
日
中
保
育
が

で
き
な
い
状
況
が
わ
か
る
書
類
が

揃
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

※
入
園
の
し
お
り
・
申
込
書
は
各

認
可
保
育
園
（
幼
保
連
携
型
認
定

子
ど
も
園
含
む
）、
子
育
て
支
援

課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）、
開

進
幼
稚
園
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
、
１
・
２
歳
児
枠
の
認
可

保
育
園
を
開
園
予
定
）
で
配
布
し

て
い
ま
す
（
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

問
子
育
て
支
援
課
辺
７
２
４
・
２

１
３
７
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

９
４
５
９

　
こ
の
講
座
で
は
、
教
育
現
場
に

お
け
る
有
権
者
教
育
の
取
り
組
み

と
し
て
、
玉
川
学
園
で
の
模
擬
選

挙
の
実
践
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
　
月
　
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

１１

１６

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
教
育
現
場
に
お
け
る
「
模
擬
選

挙
」
を
通
し
た
教
育
実
践
に
関
す

る
講
演

講
玉
川
学
園
教
諭
・
 硤
  合
 宗
隆
氏

そ
 
あ
い

定
１
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
月
１
日
午
前
８
時
　
分
～
　

１１

３０

１３

日
午
後
５
時
に
電
話
で
イ
ベ
ン
ト

ダ
イ
ヤ
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認可保育園・幼保連携型
認定こども園（保育園枠）
2014年度4月の
入園児募集入園児募集

期　日会　場
１２月２日（月）、４日（水）、７日
（土）、１０日（火）、１２日（木）、１５日（日）、
１８日（水）、２０日（金）
※７日（土）、１５日（日）は、子育
て支援課（市役所本庁舎２階）の窓
口で受け付けます。

市役所本庁舎２階
会議室２−１

１２月３日（火）、１９日（木）なるせ駅前市民セ
ンター第１会議室

１２月５日（木）、１７日（火）鶴川市民センター
第２会議室

１２月６日（金）堺市民センター第
１会議室

１２月９日（月）町田リサイクル文
化センター研修室

１２月１１日（水）南市民センター第
１会議室

１２月１３日（金）小山市民センター
第１･２会議室

１２月１６日（月）木曽山崎コミュニティセ
ンターＢ館３階大会議室

し
ろ
ば
ら
講
座

「
未
来
を
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選
挙
〜
大
学
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る

中
学
・
高
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の
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挙
の
経
験
と
意
義
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対象機器・補助金額一覧表
補助金額対象機器

１kWあたり２万５０００円／上限１５万円太陽光発電システム

定額５万円太陽熱ソーラーシステム（強
制循環式）

定額２万円太陽熱温水器（自然循環式）
定額３万円CO2冷媒ヒートポンプ給湯器

定額２万円
潜熱回収型給湯器（高効率で
ない、旧来型の機器から付け
替えた場合のみ対象）

１kWあたり２万５０００円／または機器費
用の１０％のいずれか低い額（上限１０万円）家庭用蓄電池システム

受付時間午前９時～１１時、午後１時～３時３０分

認可保育園・幼保連携型認定こども園（保育園枠）
申込受付日程表




